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本稿の目的は，イランの首都テヘランのゴレスターン宮殿Kakh-i Gulistan

内にあるサルタナティー四書館（帚室図書館) Kitabkhana-yi Saltanati(i)に所

蔵される『バーブル著作集』とでも呼ぶべき（2）貴重な一寫本についての検討結

果を，取り急ぎ，學界に報告することにある。

　　

『バーブル著作集』のバーブルとは，いうまでもなく，15世紀後半の中央ア

ジアにティムール朝の王子として生まれ，16世紀前半のインドにムガル朝を開

設したザヒールッ・ディーン・ムハンマド。バーブル(1483-1530)を指す。

　

このバーブル閲係の寫本がテヘランに存在することと寫本の大凡の内容は，

『ムバイイソ』

『アルーズ・リサーラス（韻律論）』

『504のリズム』

『バーブル・ナーマ』

『ワーリディーヤ・リサーラス』

　　

び

（1）普通サルタナティー回書館として知られるこの回書館は，現在はゴレスターン宮殿

　

寫本回書館Kitabkhana-yi khattl-yi Kakh-i Gulistan と呼ばれているようである

　

が，混霧しを避けて通程に従う。

（2）サルタナティー回書館では，後述するように，『バーブルのワカーイー』という名

　

で呼ばれている。しかし寫本の内容から見て，『バーブル著作集』と呼ぶのが適切と

　

考えられる。以下，本稿ではこの寫本を『バーブル著作集』と呼ぶことにする。

- １－

テヘラン・サルタナティー圖書館所蔵の

　　　

『バーブル著作集』について

はじめに

１

　

寫本の概要
ｊ
ｊ

Ｇ
Ｇ 寫本番耽

構成

聞

　　

野

　　

英

傾
向

寫本名（3）健裁

来歴

　

（6）寫本作成年代

一

一

2

3

4

5

6

結
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饒にかなり以前から學界に知られていた。まず, 1957年，トルコのトガソＺ.

V. Toganが，テヘランの諸回書館に所蔵されるインド路床のチャガタイ語寫

本等についての調査報告(3)の中で，この寫本について初めて短く言及した。次

いで1977年，イランのアーターバーイB. Atabayが『サルタナティー回書館

蔵，歴史・旅行記・日記・地理関係寫本目録洲の中でこの寫本について４ペ

ージにわたって記述した。

　

しかし，この２つの報告から知られていたのは軍にこの寫本の概略にしか過

ぎず，その上，これらの報告には重大な誤りすら含まれていた。また，この寫

本が奮イラン王室所蔵の貴重本であるため，そしてさらにイランがイラン・イ

スラーム革命という激動の時代を経験したため，従来この寫本を直接に調査す

る機會に恵まれた研究者の敷は極度に少なかった(5)。

　

その結果，この寫本については，學界で種々の憶測すらも流布していた(6)。

中でも最も興味をひかれる憶測は，ロシア科學アカデミー東洋學研究所サソク

ト・ペテルブルタ支部のスルターノフＴ. I. Sultanov によるものであった。

(3)この報告は, 1957年１月１日，ラーホールで開催されたパキスタン東洋學者會議

　

で英語で登表され，その英文原稿が, Z. V. Togan,“Chaghatay Linguistic and

　

Timurid Artistic Remains in the Moghul-Time Works Preserved in the Teheran

　

Libraries,"０バ・talC。liege Magazin・, 34-2･3, 1958として公表されており，また

　

この英文のトルコ語譚がZ. V. Togan,“Tahran kiituphanelerinde Hindistan'dan

　

gelen eserlerde Qagatay dil ve Temurlu sanat abideleri," Ｂｅｌｌｅtｅｎ,cilt:24 Sayi:

　

95, 1960として公刊されている。

(4) Badrl Atabay,　Fihｒiｓｔ-i tａｒ'ikh-safαΓnama一ｓiｙａｈａt　ｎａｍ,ａ―ruz nama va

　

j昭hｒajiｙａ-ｙi Kitａ晩ｈａｎａ-ｙi　Ｓａｌtａｎａti，　２５３５/１３９７(1977),Tehran, pp. 460-463,,

　

この目録は，営初，羽田亨一氏の轟力でテヘランからコピーを取りよせ參照すること

　

が出来た。記して謝意を表したい。

(5)筆者の知る限りでは，トガソ以後，イラン人以外で確貢にこの寫本を見たと思われ

　

る研究者はフラソヌ,(7)トルコ學者バケ・グラモソJ. -L. Bacqu^-Grammontである。

　

しかし，バケ・グラモソが見たと思われるのは30年以上も前のことである。このため

　

か，バケ・グラモソも筆者の質問に対し，この寫本については明確な回答をすること

　

が出爽なかった。さらに，最近，バーブルの詩集に闘する研究を出したトルコのユジ

　

ェルも，その希望にもかかわらず，この寫本のコピーを得ることができなかったと記

　

している(Bilal Yiicｅ＼, Ｂａｂｕｒ　Diｖａｎｉ(Ｇ,･am・ｒ-Ｍｅｔtｎ-Ｓｏｚtｕfe-Ｔゆkibaｓｉｍ)，

　

Ankara, 1995, pp. 25-26)。このユジェルの研究については菅原睦氏による書評が出

　

された(『東洋學報』79―3, 1997)。なお，本文ですぐ後に記すように，久保一之氏

　

が最近この寫本を貢際に手に取って見ることが出来た。氏によれば，美麗な，状態の

　

よい寫本であるという。

(6)寫本が水をかぶって状態が極めて悪く，閲竟は不可能だろうという，根線不明の上

　

に全く誤った情報を國際學會の席で筆者に告げたロシアの高名な研究者もあった。
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スルターノフは，先のアーターバーイの寫本目録の記述を利用して，この寫本

に含まれるバーブルの回想録『バーブル・ナーマ』がバーブルの生存中に作成

された貴重この上ない寫本ではないかという大脆ともいうべき見解を，彼の論

文や書評（7）の中で繰り返し述べている。これは，もしそのような寫本が現実に

存在すれば，これまでの學界の常識（バーブル生存中に作成された『バーブル・ナ

ーマ』の寫本など，今日まで残されているはずがないという常識）が完全に覆される

見解であった。

　

筆者は1995年，４種のチャガタイ語テキストを利用して，『バーブル・ナー

マ』のアラビア文字による校訂本を刊行した（8）。この校訂本は幸い學界で歓迎

され，これまでにバーブルの故郷ウズベキスタンをはじめ，ロシア，アメリ

カ，それに日本で好意的な書評が出されている（9）。しかし，筆者が校訂に営た

って利用できなかったサルタナティー回書館蔵の『バーブル・ナーマ』が，も

しスルターノフの推定するようにバーブル生存中の寫本であるとすれば，校訂

に営たって，営然まず第１に利用されねばならなかった。この寫本は，はたし

てそれほどに貴重な，優れた寫本であるのか否か。

(7) TypcyH　Ｈ.　CyjiTaHOB, “Ｏ　npH>KH3HeHH0M aBTOpy　cnHCKe
《3anHC0K≫

　

Ba6ypa,"
ｎｕｃｂｊｕｅ凡ＨｕｅｎａＭ兄７７１凡ｉｉＫａ ａ

ｎｐａ＾ＭＭｂ£誌Ｃ肌ＯｐＵＵ,　Ｋタ助肌ｙｐｕ Ｈａｐｏ∂卯

　

ＢｏｃｍｏＫａ.χｙii 20∂誌ＨＨａｎ凡ａｙｍａｎ　ｃｅｃｃｕ.兄ＪＩＯ ＭＢ ＡＨ ＣＣＣＰ（∂ＯＫ以

　

ｃｏｏ６叫ｅ限↓兄）。

　

町ａｃＴｂ 1, MocKBa, 1985; TOMCe,“OSCTOHTejbCTBa Ｈ BpeMH

　

HanHcaHHH“Ba6yp-HaMe'∵' 　ＴｒｏｐＫＣＫｔｔｅ　江　ぶＯＨＺＯＡもＣＫＵｅ　政江ＣｂＭｅＨＨｂｉｅ　ｎα-

　

ＭｎｍＨｉｉＫＵ.　ＴｅＫｃｍｏＡｏｚtｉＨｅｃＫａｅ　ｕ.り心ｍｙ ｐｏｓｅ∂ＨｅｃＫtｉｅａｃｎｅＫｉｎｂｉ　ｕｃｃａｂ∂ｏｅａｔｔiiH,

　

MoCKBa, 1992;　TOJKe,“Ｚａｈｉｒ　αふＤ秘　Ｍt４与ａｍｍａｄ　Ｂａｆｅｕｒ, Ｂａｂｕｒ一孔ａｍａ

　

（ｙα9りi'＼ Criｔｉｃａｌ Ｅぶｔtｏｎ ｂａｓｅｄ ０７１Ｆｏｕｒ ＣｈａｇｈａはンＴｅエtｓ　ｗith Intｒｏｄｕｃtｉｏｎ

　

ａれｄ　Ｎｏtｅｓ by Eiji Ma no, Kyoto Shokado,　１９９５”, Ｂｏｃ肌ＯＫ １９９６ Mb. 5 (MocKBa,

　

1996)〔英語版

　

T. Sultanov, Ｍａｎｕｓｃｒiptａ Ｏｒｉｅｎｔalia, ２-1(St. Petersburg-

　

Helsinki, 1996)〕。

（8）閲野英二『バーブル・ナーマの研究Ｉ校訂本』，京都，松香堂, 1995年。以下，

　

これを校訂本と呼ぶ。

(9) T. H. CyjiTaHoi５,　Ｂｏｃ肌ＯＫ １９９６ J^o.5 (MocKBa, 1996)〔英語版T. Sultanov,

　

Ｍａｎｕｓｃｒipは　Ｏｒｉｅｎtalia, １-1 (St. Petersburg-Helsinki, 1996)〕；A6μypamHμ

　

A6;iyFad)ypOB Ba ACOMH八八HH ypHHfioeB,　ｙ３６ｅＫＵＣ肌ｏ凡Ａ∂ａ６ａｅｍａ　ｅａ Ｃａｎ-

　

^ma, 15 MapT 1996 (TaiiiKeHT)〔邦課，Ａ．アブドゥガフーロフ・Ａ．オリソバー

　

エフ（久保一之譚）『西南アジア研究』45，1996〕；Ａ卵ypa田ＨμA6μyｒaφyｐｏ８，

　

ｙ３６ｅＫｕ.ｃ肌ＯＨ 　Ａ∂ａ６ｕｅ肌誌６ａ Ｃｏｎ'ｓ肌ａ､２４ aHBap 1997 (TaillKeHT) ; R. Dankoff,

　

Ｊひなｒ刀ぶof American 0バental Society, 117-4, 1997 ； 菅原睦，『東洋史研究』56-

　

1 , 1997。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－
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このような事情もあって，筆者は，かねてからこの寫本を検討したいと考え

ていた。その機會はすぐには訪れなかったが，幸いにも，きわめて最近，すな

わち今年(1998年）の１月，文部省在外研究員としてイランに滞在した久保一

之氏の底力により，筆者の校訂本と交換するという形で，この寫本全健吹

ピーを入手することができた。筆者の希望をかなえてくれた久保氏と貴重な寫

本のコピーを恵呉されたサルタナティー圖書館に對し心からなる謝意を表した

し陥

　

さっそく寫本のコピーを検討してみたところ，この寫本については，ただち

に學界に報告すべきいくつかの新事賓を翌見したので，ここに，その概要を報

告することにする。ただ，この寫本は1000ページを越える大部なものであるた

め，筆者による検討はなお萬全とは云い難い。このため，この報告は「簡報」

とでも輯すべき性質のものであることを，あらかじめお断りしておきたい。

　

１

　

寫本の概要

　

アーターバーイの寫本目録に見える記述と今回入手した寫本のコピーを利用

して，この寫本の概要を述べたい。なお先にもふれたスルターノフがその論文

の中で㈲，またトルコのユジェルB. Yucelがバーブルの『詩集』に開する研

究書の中で叫，既にこの寫本の概要を紹介している。しかしスルターノフとユ

ジェルの記述は，いずれもアーターバーイのペルシア語による記述をロシア語

とトルコ語で紹介したものにすぎない。このため，ここにアーターバーイが述

べなかった諸事実をも加えつつ，まず寫本の概要を紹介したい。

　

（1）寫

　

本

　

番

　

彼

　

トガンはサルタナティー回書館に於ける寫本番読を671と記した。しかしこ

の寫本の表紙裏に押されたイラン帝室圖書館Kitabkhana-yi davlat-i‘allya-

帥

　

この寫本の一部のみを牧めたマイクロフィルムはテヘラン大學回書館に所蔵されて

　

いる。

剛

　

TypcyH H. Cy;iTaHOB, “06cToaTe;ibCTBa ＨBpeMH HanHcaHHH“Ba6yp-HaMe'"'

　　

(前掲), CTp. 91-93･

卵

　

Bilal Yucel, β&bilr D加心z(前掲), pp. 25-26。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－
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yi Iran の蔵書印では2936とあり，また，イラン革命後，所管が國家文化遺産

廳Saziman-i mirath-i farhangi-yi kishvar に移った現在では, 2249という新

しい番貌が付せられて，表紙にもそのように記されている。

　

（2）寫

　

本

　

名

　

イラン帝室回書館時代以降，現在に至るまで, Vaqayi‘-iBaburl (『バーブル

のワカーイー』）が使用されている。ここに見える『ワカーイー』は『出来事，出

来事の記録』の意味であり，これが，現在，一般に『バーブル・ナーマ』すな

わち『バーブルの書』と呼ばれているバーブルの回想録の本来の名将である㈲。

すなわちこの寫本全鰹が，バーブルの最も著名な作品の名で，いわば代表して
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校訂本, xxv-xxviページを見よ。
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vaqayi‘-iBaburi (Babur-nama) ya (Tuzuk-i Baburi)すなわち『バーブルの

出来事の歴史（バーブル・ナーマないしトクーズーキ。バーブリー）』と記さ

れている。この中の『トゥーズーキ。バーブリー』は，インドでよく使われる

バーブルの回想録の別栴である。

　

（3）膿

　　　

裁

　

横24センチ，縦41センチ。かなり大型の寫本。紙は，寫本表紙に見える記述

によればダウラターバード紙㈲とブハーラー紙。書蜃はしっかりとした明瞭な

ナスタリーク健。ミニアチュールはない。

　

全鰹で1036ページ, 518葉。偶数ページの左下に偶敷のページ番破がアラビ

ア文字で捺されている。奇敷ページにはページ番破は捺されていない。

　

各ページは18行。第１行，第３行などから第９行に至る奇敷行にチャガタイ

語の原文が黒い文字で書かれ，チャガタイ語の文章の下，すなわち第２行，第

４行などから第18行に至る偶敷行（チャガタイ語とチャガタイ語の行間）に赤いや

や小さな文字でペルシア語の對詳が記されている。ただし, 187～189ページ，

304～306ページのごとく，奇敷行に記された本文そのものがペルシア語である

場合は，勿論，ペルシア語による對詳は省略され，その下の行は空白のまま残

されている。

　

この寫本に含まれる『ムバイイソ』全朧と『バーブル・ナーマ』の冒頭の一

部については，文中に現れるチャガタイ語の顎音が欄外や行聞にきわめて小さ

い文字で注記されている㈲。本末はこの寫本に収められた全ての作品の，全て

のチャガタイ語についてその顎音を注記するつもりであったと思われる。しか

しその作業があまりに煩瓊であるため，途中でやめてしまったという感じであ

帥

　

ダウラターバードDavlatabadはインドの中西部，デカン高原の都市で，製紙業の

　

中心地として知られる(El, new ed。 vol. 2, 1965, p.18)。なお，アーターバーイは

　

サマルカンド紙とする。しかしこの寫本はインドで作成されたと思われるから，おそ

　

らく表紙の記載の方が正しい。寫本に貢際に鯛れた久保一之氏もサマルカンド紙とは

　

やや異なる印象を受けたという。

的例えば，『バーブル・ナーマ』の最初のページでは，Ｊというチャガタイ語の翌

　

昔が，欄外にba-madd ba-han!za va ba-du ya avval kusur va thani mavqびとペ

　

ルシア語で注記され，このチャガタイ語をａylと撹むべきことが示されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－６－
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る。『504のリズム』『アルーズ・リサーラス』『ワーリディーヤ・リサーラ

ス』には，翌晋の注記はない。

　

（4）構

　　　

成

　

この寫本にはバーブルの５つの作品が，以下に示すような順序㈲で含まれて

いる。

　

なおこの５つの作品の内，『バーブル・ナーマ』を除く４作品について

は，従来，アーターバーイの寫本目録では如何なる作品であるか同定されてい

なかった如。寫本の構成は以下のごとくである。

　

表紙

　

寫本名，寫本番貌などが記されている。

　

表紙裏

　

複敷の蔵書印。

　

1～184ページ『ムバイイソ』。

　

185～186ページ

　

白紙。

　

187～303ページ『504のリズム』。

　

304～377ページ『アルーズ・リサーラス』（2）。

　　

胤丁。本来この部分は379～455ページの『アルーズ・リサーラス』（1）の後

　　

に績くべきものである。

　

アーターバーイはこの気丁に気づかず, 187ペー

　　

ジから377ページまでを詩の韻律學関係の１つの作品と見なした。

　

378ページ

　

白紙。

　

379～455ページ『アルーズ・リサーラス』（1）。

　

456ページ

　

２つの蔵書印。

　

457～1010ページ『バーブル・ナーマ』。

　

10n～1012ページ

　

白紙。

　

1013～1036ページ『ワーリディーヤ・リサーラス』。

　

これで明らかなごとく，寫本全徴の約２分の１を『バーブル・ナーマ』が占

めていることになる。

紳
㈹

この配列の順序に何か意味があるかは不明で，今後の研究課題である。

ただし。ジェルはこの寫本に『ムバイイソ』と『アルーズ・リサーラス』が含ま

れていると推定していた。 Bilal Yuce＼,　ＢｄｌｍｒＬ)iでａれ1(前掲), p. 17o

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－7－
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（5）爽

　　　

歴

　

アーターバーイはこの寫本の表紙裏に見える蔵書印などの情報から，この寫

本の興味深い爽歴を次のごとく記している。この寫本には, 1022年ラビーク・

ル・アッヴァル月27日(1613年５月17日）という日付が見え，またアーラムギー

ル・ジャー‘Alamgir-shahの名が見える。このアーラムギール・ジャーとは，

インドのムガル朝の君主アウラングゼーブ（在位1658-1707),ないしアズィーズ

ッ・ディーン（在位1754-1760)を指す。つまり，この寫本はかつてムガル朝の

帚室回書館に所蔵されていたものである。次いで1248年シャッフール月９日

　

(1833年３月１日），この寫本がタブリーズで購入され，ダリウス回書館Kitab-

khana-yi Dara'i の蔵書となった。次いでこの寫本は, 1277年ラビーウリレ・

アッヴァル月14日（1860年９月30日），ムフスィソ・ミールザー・ミーラーフー

ルの仲介でカージャール朝の君主ナースィルッ・ディーン・ジャー（在位1848-

1896)に献上され，以来，この寫本はテヘランにある。

　

この爽歴を要約すると，バーブルの５つの作品とそのペルシア語詳を含むこ

の寫本は，まずムガル朝治下のインドで少なくとも1613年までに作成され，ム

ガル朝の帝室回書館内に所蔵された。その後，一時タブリーズのダリウス回書

館の所蔵本となったが，やがてテヘランを首府としたカージャール朝の有に緑

し，以後テヘランのゴレスターン宮殿内の帚室回書館に所蔵されているという

ことになる。

　

（6）寫本作成年代

　

この寫本の表紙裏に見えるイラン帚室国書館の蔵書印では寫本の作成年代を

935年(1528―29年）とし，現在の表紙にもそのように記されている叫。このた

め，アークーバーイやスルターノフもこれを踏襲し，この寫本がバーブルが死

没する937年(1530年）より以前，すなわちバーブル生存中に作成された寫本と

考えた。しかし，これは完全な誤解である。

叫

　

トガソはこれを931年としているが，何らかの勘違い，ないし935年の誤植であろ

　

‰

　

Z. V. Togan,“Tahran　kutuphanelerinde　Hindistan'dan　gelen　eserlerde

　

Qagatay dil ve Temurlii sanat abideleri"(前掲i), p.444o
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この様な誤解が生れた理由は，以下のごとくである。この寫本全膿の末尾，

すなわち1036ページの最終の２行に，チャガタイ語でyil toquz yiiz edi va

otuz besh, ペルシア語でs詐i nuhsad siｕ panj bud, すなわち「935年であ

った」と記されている。イラン帝室回書館の蔵書印への記載者やアーターバー

イ，スルターノフらは，これをこの寫本全畷の書寫が完了した年と解憚したの

である。

　

しかしこの「935年であった」という語句は，この寫本全腰に闘わるコロフ

ォンではなく，この寫本の1013～1036ページに含まれる『ワーリディーヤ・リ

サーラス』の最終行の語句に過ぎない。すなわち，『フーリディーヤ（

ラス）の校訂テキストで確認すると，その末尾にはbil tukatkanda bu soz bl

kam ｕ bish. yil toquz yuz edi va otuz besh, すなわち「この作品が最終的な

形を取ったのは935年であったことを知れ」とある卿のである。

　　

『バーブル・ナーマ』の935年(1528-29年）の條匈にも，

　　　

同月（サファル月）23日金曜日叫，私の身腰に熱が出た。

　

集團徴秤をモス

　　

クで苦しみながらやっとすませた程であった。圓書室に行って，そこで少

　　

したｰ-･て正午の畷秤をようやくにしてすませた。

　　　

２日後の日曜日，熱が出て，少し震えがきた。

　　　

サファル月27日火曜日の夜，私の心に，［ナクシュバンディー教團の］

　　

ポーシャ・ウバイドゥッラー貌下の『ワーリディーヤ・リサーラス』を韻

　　

文化しようという考えが浮かんだ。貌下の露におすがりしつつ，私の心に

　　

次のような考えが浮んだのであった。すなわち，もしこの韻文がかの貌

　　

下に受け入れられるならば，ちょうどｒカスィーダ・イ・ブルダ』の著

帥

　

A. J. E. Bodrogligeti,“Babur shah's Chagatay Version of the Risala-i Validtya:

　

Ａ Central Asian Turkic Treatise on How to Emulate the Prophet Muhammad,”

　

Ｕｒal-Alはiｓｃｈｅ　ＪａｈｒbiXcheｒ.　56,　1984, p. 43 ； Ｎ. Akmal Ayyubi, ｊ Ｗｒ５ぴ㎡

　

Ｔｒｅａtiｓｅ ｏｎ ｊχＺりｓtictｓｍ ｏｆ Ｘａｈｉｒ-ｕｄ Ｄｉｎ Ｍtｔ卜ａｍｍａｄ Ｂａｂｕｒ ｏｒ Ｔｈｅ Ｒｔｓａｌｅ.f

　

W^alidiｙｙｅ Ｔｅｒj-iｔ-ｍｅｓi,Aligarh, 1968, p. 51に見える『ワーリディーヤ・リサーラ

　

ス』の校訂テキスト末尾を見よ。なお，アイユービーの文献は，インドに留學中であ

　

った貝下裕之氏の好意で原本を入手し利用することができた。真下氏に謝意を表した

　

χ,ヽ。

帥

　

校訂本, 554～555ページ。

㈹

　

1528年11月６日。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－９－
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者匈のカスィーダが受け入れられ，彼自身，血庫の病から解放されたよう

　　

に，私もこの病から救われ，それが私の韻文が受け入れられた事の臆しと

　　

なるであろうと。

　　　

私はこの意圖のもとに，マウラーナー・アブドゥッ・ラフマーソ・ジャ

　　

ーミーの『スブハ帥』にも使用されている，最終脚が時にアフダル，時に

　　

ヴフブーソである「ラマレ・モサッダセ・づフブーソ叫」の韻律を用いて，

　　　

『リサーラ』の韻文化に着手した。その夜も13のバイト帥を作った。

　

日に

　　

10バイト以下しか作らぬなどという事のないようにという義務の如きもの

　　

を自分に課した。せいぜい１日休んだのみであった。昨年，というよりい

　　

つであれ，このような病にかかった時は，病が少くとも１ヵ月ないし40日

　　

績いた。紳の恩恵と貌下の恩愛によって，29日木曜日に少し具合が悪かっ

　　

た以外は，この病から解放された。

　　　　

(935年）ラビーウリレ・アッヴァル月８日土曜日叫，『リサーラ』の文

　　

章を韻文化する仕事が完成した。

　

１日に42バイトを作った。

とあるごとく，『ワーリディーヤ・リサーラス』の仕事は確かに935年に完了

しているのである。「935年であった」の935年は，『ワーリディーヤ・リサー

ラス』の完成年代を指すに過ぎないのである。

　

それでは，この寫本全腰はいつ作成されたものであろうか。

　

後に詳しく説明するように，この寫本の『バーブル・ナーマ』の部分のチャ

叫

　

ブースィーリーSharaf al-Din Muhammad al-BusU-I (1212―1295年頃）を指す。

　

ベルベル人のエジプトのスーフィー詩人。書家，傅承學者，『コーラソ』の撹誦者と

　

しても知られたが，特に預言者マホ，･ツトを讃えたＱａｓｌｄａ　al一Ｂｕｒ ｄａの著者として

　

名高い。 El, new ed･， Supplement, 3-4, 1981 參照。

倒

　

ジャーミーのマスナヴィー謄の詩形による７部作『７つの玉座Ｈａｆt　Ａｖｒａｎｇ^の

　

内の１作品，『敬虔なる者たちの数珠Ｓ誌面ｔ al-Ａｂｒａｒ』を指す。神秘主義，生活倫

　

理など，宗教を主題にした作品。

叫

　

Ramal-i musaddas-i makhbun。　短短長長／短短長長／短短長の韻律。最終脚が

　

abtarである場合は，最終脚は，短短長ではなく，長。

　

この鮎については, The

　

Ｈａｂｕｒｎａｍａ. ＭｅｍｏｉｒｓｏｆＢａｂｕｒ,Ｐｒｉｎｃｅａｎｄ Ｅｍｐｅｒｏｒ,Translated, Edited, and

　

Annotated by Wheeler M. Thackston, New York & Oxford, 1996, p. 410, n. 194

　

をも參照した。

呻

　

bayt。詩の，對になった２つの半句（mi§ぱ）からなる１行のこと。13のバイトと

　

は，13行を意味する。

叫

　

1528年11月20日。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－10－
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ガタイ語本文に對するペルシア語對譚は，アブドウツ・ラヒーム・ハーネ・ハ

ーナーゾAbd al-Rahim Khan-i Khanan の有名なペルシア語詳を，若干の

愛更を加えつつ，ほとんどそのまま利用したものである。ハーネ・ハーナーソ

のペルシア語譚は1589年に完成した。この事賓から考えれば，この寫本の，少

なくとも『バーブル・ナーマ』の部分は, 1589年以後に作成されたものである

ことは明らかである。また，この寫本が1613年にはすでに存在していたという

先のアーターバーイの記述を參照すれば，この寫本が, 1613年以前に作成され

たものであることも明らかである。

　

また，この寫本は全肢が同じ１人の筆跡で書かれている。この鮎を考慮に入

れれば，この寫本全腰が, 1589年以降, 1613年以前に作成された寫本であるこ

とは明らかである。従って，スルターノフのいうような，バーブルの生存中に

作成された驚くべき寫本ではない。

　

しかし，今日に傅えられるバーブルの著作の寫本の中では，作成年代が比較

的古い時代に属する貴重な寫本であることは確貢である。

　

以下，『バーブル著作集』に含まれる個々の作品ごとに，制作年代順に，そ

の概要を報告したい。

　

２『ムバイイソ』

　

バーブルの『ムバイイソ匈』，すなわち『解説』と呼ばれる韻文の作品は，バ

ーブルが, 1522～23年，なお10代前半の次男のカームラーソのために，ハナフ

ィー派のイスラーム教徒が守るべき規定について，分かりやすく解説したイス

ラーム法関係の作品である。この作品については, 1905年にタシュケントでテ

キストが出版されている力泗，稀観本でなお未見である。ただしこのテキスト

は校訂木ではないと思われる倒。他に本書の「疆秤の章」はタシュケントでウ

勧

　

この作品は『ムビーソＭzぷ7z』とか『ムバイヤソＭ必りyanlと呼ばれることも

　

あるが，本稿ではアズィムジャーノヴアらの呼搦に従い『ムバイイソＭ油ａがin』と

　

呼ぶ。

哨　Ｍｕｂりｊ７１ａｌ-iｓｌａｍ.Lith.eふ, Tashkent, 1905,,

四

　

ウズベキスタンのアズィムジャーノヴアが現在も校訂本の出版を考えていることか

　

ら考えて，このテキストは校訂本ではなく，草に１つの寫本を出版したものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　

一ｎ－
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ズペク語でも出版されている旬。

　

アズィムジャーノヴァなどがすでにこの作品

を利用した研究を翌表しているが剛，未だにその内容や構成についての十分な

説明や，また校訂本・翻譚もなく，これからさらに研究する必要のある作品で

ある。今回紹介するサルタナティー回書館の『バーブル著作集』に，この『ム

バイイソ』の全編が含まれていることは貴重である。

　

いま，この寫本によｰ,てその構成を示すと以下のごとくである。

　　

2～33ページ

　　

總論

　　

33～121ページ

　

膿秤の章

　

Kitab al-Salvat

　　

122～128ページ

　

喜捨の章

　

Kitab al-Zakat

　　

128～132ページ

　

断食の章

　

Kitab al-Savm

　　

147～184ページ

　

巡疆の章

　

Kitab al-Hajj

　

ただし，この寫本をベルリンの國立回書館の寫本叫と比較してみると，落丁

や混入がかなり見られる。例えば，この寫本のn9ページ４行目まではベルリン

本の58葉裏２行目までに営たるが，n9ページの５行目以下には，ベルリン本

でなお翌見できなかった３行肘とベルリン本76葉７～９行目に見える文章が混

入されている。本寫本の次のページ，すなわち120ページは，ベルリン本64葉裏

の８行目の文章から始まる。つまり，n9ページと120ページの開には，ベルリ

ン本で58葉から64葉までの約６葉（12ページ）分の脱落や混入があることにな

る。また，本寫本の121ページは，ベルリン本の65葉裏３行目でおわる。122ペ

ージは，ベルリン本の69葉から始まる。つまり. 121ページと122ページの聞に

も，ベルリン本で約４葉分が峡けていることになる。この訣けた部分から「喜

捨の章」が始まるため，本寫本には貢はこの章名も峡けている。また，本寫本

M 3axHpHμμHH MyjjaMMaμBofiyp, Ｋ誌肌ａ６ｙ-ｃ-ｃａＡａｍ, Hampra TaftepaOBHH：

　

CaHA^eK Xacan, Maciyp MyxappHp: AjihびeK PycTaM, TomKeHT,1993.

剛

　

C. A. A3HM八3KaH0Ba,“BKOHOMHieCKHe B3r;iHAbI 3aXHpH八八HHa ＭyｘａＭＭａμa

　

Ba6yｐａ，” Ｈ３ t↓Ｃ肌ｏｐｕｕ.ｐａ３８誌肌誌兄０６叫ｅｃｍｅｅ凡Ｈ０-３Ｋ０凡ＯＭＶＬＨｅＣＫＯＯ,MblCAlふ６

　

ｙ３６ｅＫｕｃｍａＨｅ　ｅｘｙ-ｘｙｉ 88.. TaⅢKeHT, 1960; TO>Ke,“HeKOTopbie 9K0H0M-

　

四ecKHe

　

B3rjlKAhl 3aχHP　aA-ZlHHa　MyxaMMaAa　BaSypa, H3;iO)KeHHHe Ｂ

　

≪MySaftHHe≫”乃ひ･励z χχｙ ぶ17J∂ｙｎａｐｏ∂Ｂ０２０ ＫＯ心ｐｅｃｃａ ｅｏｃｍｏＫｏｅｅ∂O∂，

　

ぶoc/ぐ∂α，9一石aezycma 1960, Tom 3, MocKBa, 1963.

匈

　

Staatsbib) iotek Ms. or. oct. 2212oこの寫本については故安藤志朗氏が賂来したコ

　

ピーを利用できた。

叫

　

この３行が，ベルリン本の猷落を補う部分か，それとも他のページからの混入か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｰ-12－
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の127ページと128ページの聞にも，ベルリン本の約６葉分（71葉裏１行目から77

葉表の２行目まで）が胆落している。

　

このように本寫本には，おそらくは製本などの際に生じたと思われる大きな

ページの脱落がある。この鋏黙にも闘わらず，本寫本は『ムバイイソ』の敷少

ない寫本叫の１つとして，校訂本の作成に常たっては，営然參照されるべき價

値を持つものといえる。

　

３

　

『アルーズ・リサーラス（韻律論）』

　

詩の韻律學に開する散文の著作である。この作品についての説明を，最近出

版した『バーブル・ナーマの研究

　

ｍ

　

詳注』の解題叫から引用すると，以下

のごとくである。

　　　

詩の韻律について論じた韻律學に開する著作である。この著作は1523～

　　

1525年頃に著された㈲。散文の作品であるが，文中には多くの詩が引用さ

　　

れている。

　　　

この著作には本来バーブル自身による書名が付けられていなかったらし

　　

い。そのためにこの作品は，今日，『韻律論（アルーズ・リサーラス）』と呼

　　

ばれたり，『小論（ムフタサル）』と呼ばれたりしている。

　

しかし，この著

　　

作はパリ寫本で172葉(344ページ）というかなり大部の作品である。それ

　　

故，『小論』という名将はこの著作の本爽の書名としては必ずしも適営で

　　

はない。おそらくバーブルが自著を謙遜してこの様に呼んだものと考えら

　　

れる。従ってここでも，バーブルのこの著作を『韻律論（アルーズ・リサー

　　

ラス）』と呼んでおく。

　　　

1923年，この書の１寫本がパリの國立圓書館でトルコのＭ. Ｆ. キョプリ

　

は，現在の所決定できない。

剛

　

ベルリソ本，サソクト・ペテルブルグの科學アカデミー東洋學研究所本，タシュケ

　

ソトめ科學アカデミー東洋學研究所本，同文學研究所本などが知られている。

的

　

関野英二『バーブル・ナーマの研究Ⅲ譚注』，京都，松香堂, 1998年, XXXVト

　

xxxviiページ。

帥即ｘ即aμ-μm Ｍy¥四回μBa6yp，　ＴｐａＫｍａｍ ０６‘叩夕夢４）ａＫｃａＭｉｉＡｅ砂一

　

Konaは.

　

H3aaHHe

　

TeKCTa, BCTynHTeJibHaH　craTba　Ｈ　yKa3aTe;iH　H. B.

　

CTe6.neBoft, MocKBa, 1972, cto. 21｡
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ユリュによって翌見され, 1933年，Ｅ.ブ1＝･ツシエが『國立圖書館トルコ

　　

語寫本目録

　

第２巻』の中で1308の番彼を付し『ムフタサル・フィル・ア

　　

ルーズ』として記述した。このパリ寫本のファクスィミールは，すでにｐ

　　

シアのI. V.ステブレーワ匈とウズベキスタンのサイドペク・ハサン叫に

　　

よって出版されている。

　

このように，従爽，この『アルーズ・リサーラス』については學界にはパリ

本のみしか知られていなかった。ここに第２の寫本の存在が確認されたことに

なる。

　

ただしこのサルタナティー本は完本ではない。また胤丁，落丁が著しい。

　

サルタナティー本の379～455ページがパリ本の１葉冒頭から46葉表13行目ま

でに相営する。しかし4nページはパリ本の10葉13行目で終わり, 412ページは

パリ本の15葉５行目から始まる。すなわち，4nページと412ページの開にはパ

リ本の４葉分以上の脱落がある。413ページと414ページの開には，パリ本の約

９葉分, 421ページと422ページの開にはパリ本の約５葉分, 433ページと434ペ

ージの聞にはパリ本の約６葉分, 442ページと443ページの聞にはパリ本の約５

葉分を訣く。またパリ本の13葉表・裏，14葉表・裏，15葉表・裏，16葉裏など

に見える韻律に闘わる「圓da'ira」の圖は全て省かれ，また，パリ本46葉裏，

47葉表に見える「分岐圖ｓha」ａｒａ」も含まれない。

　

この分岐圖に績く部分は，サルタナティー本では, 304～376ページに誤って

綴じられている。パリ本の47葉裏の冒頭から91葉裏６行目の途中までに相営す

るこの部分は，特に賑丁，落丁が目立つ。339ページと340ページの聞にパリ本

の約２葉分, 347ページと348ページの聞にパリ本の約５葉分, 361ページと362

ページの聞にパリ本の約２葉分, 367ページと368ページの開にパリ本の約５葉

分以上, 371ページと372ページの開にパリ本の約３葉分を訣く。　また, 355ペ

ージは，本来368ページの後に績くべきページである。

助
詞

　

ステブレーワ，前掲書。

　

3axHpH八八HH Ｍy４ａＭＭａ八Bo Sap・Ｍｙｘｔｎａｃ叩･Hampra TaftepjiOBHH: ＣａＨμｅＫ

XacaH, MacTsYp 町}$appHp:}^aMHA Cyjia.加OH, TOLUKeHT, 1971. パリ寫本の美

麗なファクスィミールとテキストのウズベク文字による特寫を含む本書は久保一之

氏の好意でその所蔵本を參照できた。記して謝意を表したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　

一一14－
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この『アルーズ・リサーラス』はパリ本で172葉を敷えるかなり大部な作品

である。しかしサルタナティー本はパリ本の91葉６行目前半までしかなく，か

なり不完全な寫本といえる。おそらくは，製本などの段階で多くの部分が失わ

れたのであろう。ただし，残存している部分は優れた寫本で，パリ本と並ぶ第

２の寫本として校訂作業に利用できることは確賓である。

　

4

　

『504のリズム』

　

サルタナティー本の187～303ページを占めるこの著作については，バーブル

自身が『バーブル・ナーマ』の933年(1526-27年）の條的に，

　　　

ズィー・ル・ヒッジャ月２日金曜日(1527年８月30日），私は41回讃む『コ

　　

ーラソ』の一節の讃誦帥をはじめた。

　　　

まさにその同じ時期に，私は次の私の詩の一行（バイト），すなわち

　　　　

あなたの眼，眉，言葉，言いまわしについてお話ししましょうか？

　　　　

あなたの畷つき，ほほ，髪，腰についてお話ししましょうか？

　　

を, 504通りのワズソ（リズム）でリズム分析したり。私はこれについて論

　　

文（リサーラ）を用意した。

と記している。

　

この記事から，バーブルのこの論文の完成年代が1527年であることは明らか

である。なお，この記事からは，この論文に名将が付けられたか否かは不明で

ある。

　

そのため，本稿では論文名として暇に『504のリズム』という名将を使

用することにする。この『バーブル・ナーマ』の記事については，先にベヴア

叫

　

校訂本, 529ページ。

的

　

病気から早く回復するために，『コーラン』の中の特定の節を41回も繰り返し読誦

　

すること。

㈲

　

リズム分析(taqti‘）とは，詩の一行（バイＯを各種のリズムに分解し，そのリズ

　

ムの呼梱とリズムの内容を明示することである。例えば，そのバイトが，モタカーレ

　

ブ(mutaqarib)のバフル（韻律）に属し，完全な８脚からなり(muthammanat- i

　

salim),‘arud va darb mahdhuf と呼ばれるワズソ（リズム）で，リズムの内容が.

　

fa‘ulunｆａ‘lilunｆａ‘ulunｆａ‘a1（短長長／短長長／短長長／短長）であることを明示す

　

ることを意味する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

― 15 ―
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リッジが少しふれたことはあった肋。しかしバーブルのこの論文の詳細につい

ては不明で，學界ではこの論文はすでに散逸してしまったものと考えられてい

た。しかし，今回，このバーブルの作品がサルタナティー圖書館蔽の『バーブ

ル著作集』に含まれていることが初めて確認されたことになる。

　

學界未知の新資料であるため，ここではその内容をやや詳しく紹介したい。

　

このバーブルの論文は，以下に示すペルシア語による短い序文帥に始まる。

なお新資料であるため，より正確にバーブルの綴り字をも傅えるため，序文は

ローマ字韓寫ではなく，アラビア文字のままで掲載する。

　　　　　　　　　　　

ｆりSこ,－l,31JSり

こら,りり。･こ,みりφふタ§

｡

μニＪ。･４．ぶこ,sﾆ･s･ｙ。4,り｡,・。ｙいJJ－･jl≒

　　　　　　　　　

ら,ﾆJり４･こ'りぶj§ぶ･・ﾆｰりｕ湘こ,・ｙ．,ｙ･ざ＆;

ＪＪＪり^＼M＼S.^jS,jj

｡

,5Jtぶ:･ijj'bCijji

　

Jt￥ｊム￥睨λ,り，も∫JliJbAiぷ;

r刄｀gみi･｀り‘゜ｊrt・]Jμ・･]Ｊ・j1･り，ｊ巳ｊＪｊ・びこ少i;こ･ｊＪＪり・≒ｊｃ一り３ｙ

･ｊ Ｊ･・ﾆＪＪこ,.Ｊ・ぴ４タ･・こ一・り●｡,。●,Ｌ,ヘタこ,･・i・ ・（,・２沁ＪとjリＪＪ・・りj4

°りＪりり^^_j＼d＼jjl<‘｀こ,ｊＡ５ ・JJ,｡ダ・λご一IJ･よμごｙＪｙ．Ｌ一･Ｊλ３ひ;Ｊ３ｙ

jり‘゛し・一友リ｡ﾀどｊsさ-ｒご4-・ＪＪｋみ,Ｊ・ざ￥･｡,声j・叫･ｊ．φｊｊＪｊｋ。

　　　　　　　

§ｙｙ・ﾆ･。,こ,j･りJj,＼yi･j・りﾆｰｉ･JLil;oT>り・,り･４､,･こー。りあＪ１,1

　　　

ぶｙｊぶＪか,ai,^

　　　

ぶＪ・ｊｊｊ[Ｊ]j。・

｡ﾀｊり3/

J･Jjｙ･･.ｕ４ｙ・入り一｡,こ。,ｓ，Ｊこ･1,どｊsむヽ･i･ｙ.,･・j^^jka; jjjjl4^･Ｊ.Ｌ･哨Ｊに,4Sはﾆ;SりこμＪＪりJりJS戸りILuilj^ぶ４・りijTjiJjりヽ,４ｊじ｡,りA

jlc_;こ,び

Ｊひ～“り４･.ｕ･｀が･JLiL^Uw:･。Ｊ４一河ぶしｰ，山･３．Ｊ．礼:,９リＪ１,りaLり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

゛

｡

,s4心外・4

　　　　　

慈悲ふかく慈愛あまねきアッラーのみ名において

　　

(アッラーに)限りなき賞賛と感謝と賛美を捧げた後

，惑いの廣野にさ

まよう者ザ は以下のごとく述

帥

　

A. S. Bevｅｉｉｄｇｅ，　ＴｈｅＢ砧1ぷｒ-ｎａｍａｉ７１Ｅ曜

　

ted from the original Turki Text of Zahiru'd-din Muhammad Babur Padshah

　

GhazI, 2 Vols., London, 1922; Repr. in one Volume, London, 1969; p.lχＶ。

㈲

　

この序文のやや意味が取りにくい部分の解樺については，羽田亨一氏に意見を求め

　

た。適切な教示を賜った氏のご好意に謝意を表したい。
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べる。

　

私の韻律論がホラーサーンにもたらされた時，同地方の詩人の一人が，

　　　

qashigha barghali kongiil oziga kelmadi netay

　　　　

●･●●･

　

●●●●●　●･●●　　●･・●●

　　　

yuziga tushgali koEum koziga llmay ol ay

　　　

我が心がその傍ら帥に行って以来，私は正気にもどらぬ。

　

どうした

　　　　

ら良いか。

　　　

我がまなこがその顔に注がれて以来，かの月は私を目に留めてもく

　　　　

れぬ。

というバイト帥を252通りのワズソ（詩のリズム）でリズム分析（tａポ）し

て，書き逡ってきた。

　

まことによく研究され，一言もないほどよく注意が沸われていた。しか

し，諸々の詩のワズソー８脚(muthamman), 6脚(musaddas), 4脚

(murabba‘）があるｰのうちの１種，すなわち８脚ではピッタリだが，

他の２種，すなわち６脚と４脚ではピッタリでない。

　

さらにまた，ここに記された全てのワズソは12種のバフル（韻律）に属

するものであり，他の残りのバフルに属する１つのワズソも記されていな

かった。

　

愚かな私の脳裏に，もし詩の全ての種類のワズソを網羅し，（さらにま

た）21種のバフルに屑する種々のワズソがその中に含まれる１つのバイト

があったなら，もっと素晴らしいだろうという考えが浮かんだ。（それ

で）次の自作のバイト，すなわち

　　　

koz ｕ qash ｕ soz〔ｕ〕㈲tilinimu dey

　　　

khadd ｕ qad ｕ sach ｕ belini mu dey

　　　

あなたの眼，眉，言葉，言いまわしにについてお話ししましょう

㈲

　

qashは本末は「眉」の意味であるが，比喩的に，「傍ら」「側」の意味でも使用さ

　

れる。 Sir Gerard Clauson, ＥりｍｄｏがｃａｌＬ）をμ。刀aryof P.ｱｰｇ－フ'hirteenthCentury

　

Ｔｕｒkiｓh,Oxford, 1972, p. 669o

㈲

　

このバイトはバーブル自身の作品である。このバイトは，例えば, Bilal Yiicel,

　

Bdbｕｒ 　L')ivdni (前掲), p. 306, No. 520に見える。

㈲

　

このｕはサルタナティー本には欠けているが，『バーブル・ナーマ』に引用されて

　

いる同じバイトを根韻に修正した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－17－
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か？

　　　

あなたの謄つき，ほほ，髪，腰についてお話ししましょうか？

というバイトを504通りのワズンでリズム分析した。そして全ての種類の

ワズソ，すなわち８脚，６脚，４脚で誦んだ。そしてこの中に21種類のバ

フルに属するワズソを入れた。

　　

にの小論が）これらの節やページの讃者にとって明快で，これらの脚

やフズソを知っている者たちに明瞭であらんことを。もし至らぬ所や誤り

があれば，ご寛恕のうえ，訂正・改良にご轟力頂きたい。

　

以上が，『504のリズム』序文の原文とその和詳である。バーブルの『アル

ーズ・リサーラス』に見える記述㈲によれば，バーブルは1506年，ウズベクの

シャイバーニー・バーンと對決すべくホラーサーンに赴いた際に，その地で見

た韻律學関係の書物から詩のリズム分析に興味を持ち始めたようである。以来

20年以上も興味を持ち績け, 1527年，研究の成果をここで扱っているような１

つの論文の形にまとめあげたものである。

　

この序文の後にリズム分析が績く。リズム分析とは如何なるものであるかを

示すため，以下に序文に績く３つのリズム分析の賓例をあげる。なおここで使

用されているmutaqarib, bahr, muthammanat, salim, 'aruz, darb, mahdhuf

などの韻律學関係の術語の意味の説明は，専門的な研究書帥の記述に譲りたい。

　

bahr-i mutaqarib (モタカーレブの韻律）　22卿

　　

muthammanat-i salim (完全な８脚）

　　

（1）‘aruz va darb mahdhuf (第１の半句と第２の半句の各最終脚がfa‘al）

　　　　

ko-zu-qa / sh'-so-zu / ti･li-ni/ mi-dey

　　　　

kha-ddu-qad /ｕ sa-chu / be-ll-ni/ mi-dey

㈲

　

パリ本, 36a-36b。サルタナティー本, pp.435-437^

帥Ｆｉｎｎ Thｌｅｓｅｔv,　ＡＭａｎｕａｌｏｆＣｌａｓｓical　ＰｅｒｓｉａｎＰｒｏｓｏｄｊ',Wiesbaden, 1982の記

　

述が最も簡明である。

的

　

モタカーレブのバフル（韻律）に属する22箇のワズソが記されているという意味で

　

あろう。しかし寫本には，賞際には22箇ではなく30箇のワズソが記されている。これ

　

は，モタカーレブに限らず，21種類のバフルの内，敷が合うのはモジュタッスなど５

　

つのバフルにしか過ぎない。これをどのように解憚すべきかは今後の課題としたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－18－
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fa‘ulun ｆａ‘ulun ｆａ‘ulun ｆａ‘a1(短長長短長長短長長短長)

　　

(2)dｕｖｖｕｍ rukn-i hashv maqbud, darbayn mahdhuf

　　　　　

(中間の第２番目の脚がfa‘ｕl，第１第２の雨半句の最終脚がfa‘a1)

　　　　

k6･ｚＵ･qa / sh^-so-zu / ti･ll-n^ / mi-dey

　　　　

kha-ddu-qad / u-sa･chu / be-ll･n" / mi-dey

　　　　

fa‘ulun ｆａ‘ulun ｆａ‘olfa‘a1 (短長長　短長長　短長短　短長)

　　

(3) avval rukn-i hashv maqbud, darbayn mahdhび

　　　　　

(中間の第１番目の脚がfa‘ul,第１第２の雨半句の最終脚がfa‘al)

　　　　

ko-zu-qa / sh°-s6-zリti･li-ni / mi-dey

　　　　

kha-ddu-qad / u-sa-chリbe-ll-ni / mi-dey

　　　　

fa‘岨ｕｎｆａ‘ulfa‘ulun ｆａ‘a1(短長長　短長短短長長短長)

　

この様なリズム分析が寫本の190ページから303ページまで績く。この中に

は，序文で述べられていたように, mutaqarib, mutadarik, hazai, rajaz,

ramal, qarib, jadld, v託r, mujtathth, sari‘, basit,‘amiq, kamil, llvat,

khafif, madid, 'arid, muqtadab, munsarih, mudaΓi‘, mushakilの21箇のバ

フルに属する498箇のワズソが含まれている。バーブルの序文によれば，この

論文には504箇のワズソが含まれたはずである。しかしこの寫本では498箇しか

見えない。残る６箇はおそらく書寫の途中で書き落とされたものであろう。

　

この『504のワズン』は，現在の所，サルタナティー本が天下の孤本であり，

バーブルの韻律學関係の新資料として，ファクスイミールなどの形で早急に公

表されるべきものと考える。

５

　

『バーブル・ナーマ』

　

『バーブル・ナーマの研究Ｉ校訂本』の序論で述べたように帥，現存する

『バーブル・ナーマ』には大きな続落があり，現在われわれが手にすることが

出来るのは，本来バーブルが執筆したはずの36年分の記事のうち，約20年分の

記事にしかすぎない。

帥校訂本, xxiii-xxivページ。

19
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先の校訂本により，現在，われわれの手に残されている『バーブル・ナー

マ』の内容を示すと，

　　

第１部

　

フェルガーナ（中央アジア）

　　　　

899年の出爽事

　　

900年の出爽事

　　

901年の出来事

　　　　

902年の出来事

　　

903年の出来事

　　

904年の出来事

　　　　

905年の出来事

　　

906年の出来事

　　

907年の出来事

　　　　

908年の出爽事

　　

第２部

　

カーブル（アフガユスタン）

　　　　

910年の出来事

　　

9n年の出来事

　　

912年の出来事

　　　　

913年の出来事

　　

914年の出来事（途中まで）

　　　　

925年の出来事

　　

926年の出床事

　　

第３部

　

ヒンドゥスターン（インド）

　　　　

932年の出来事

　　

933年の出爽事

　　

934年の出来事

　　　　

935年の出来事

　　

936年の出爽事（途中まで）

となる。これに對してサルタナティー本に含まれているのは，

　　

第１部

　

フェルガーナ（中央アジア）

　　　　

899年の出来事

　　

900年の出来事

　　

901年の出来事（途中まで剛）

　　　　

902年の出来事（途中から闘）

　

903年の出爽事

　　

904年の出来事

　　　　

905年の出来事

　　

906年の出来事（途中まで回）

　　

第２部

　

カーブル（アフガエスタン）

　　　　

925年の出来事（途中まで剛）

　　

第３部

　

ヒンドゥスターン（インド）

　　　　

932年の出来事

　　

933年の出来事（途中まで闘）

剛

　

校訂本56ページ９行目のMirza-gha qapti まで。以下，校訂本で約１ページ分が峡

　

落。

肋

　

校訂本59ページ７行目のmi‘ad-bilaから。この前に，校訂本で杓１ページ分が峡落。

肉

　

校訂本132ページ15行目のbir tirgaz atimi まで。これに間隔を全く空けずに，校

　

訂本340ページの925年の記事が績いている。

叫

　

校訂本380ページ21行目のbarip edi keldi まで。これに２行分の空白部をはさん

　

で，校訂本430ページの932年の記事が綬いている。

的

　

校訂本501ページ７行目のni girdini berkitiikまで。この部分については本文でふ

　

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－20－
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である。

　

この雨者を比較すれば明らかなごとく，サルタナティー本には，校訂本に存

在する907, 908, 910, 911, 912, 913, 914, 926, 934, 935, 936年の記事を

全く続く。また, 901, 906, 925, 933年の記事も途中で途切れている。この寫

本の『バーブル・ナーマ』の末尾は, 933年の途中，校訂本の501ページ７行目

までである。この末尾は, ni girdini berkituk という『バーブル・ナーマ』の

不完全な文章に績いて，木末の『バーブル・ナーマ』に含まれない「アッラー

は全てをよくご存じである（ｖa AUahu bi-kulli shay'in‘alimun)」というアラブ

語の決まり文句で終わっている。

　

このようにサルタナティー本の『バーブル・ナーマ』は，分量的には不完全

な寫本であり，従って，時期的には原本の多くの部分が失われてしまった時期

になって作成された寫本である。しかし質的には，すぐ後の本文で述べるよう

に，現存する部分は，ハイダラーバード本やエディソバラ本（エルフィソストー

ソ本）に匹敵する優秀な寫本である。

　

それ故，校訂作業にも利用すべき寫本で

あると考える。寫本作成者による校正もかなり行われた形跡がある馬

　

ただ，校訂本と比較すると，１行～数行分か抜けていたり（例:459ページ

13行目のgirdagirdiとtamamの開にkhandaq-ning tash yam sang-rlza-lik

shah rah tiishup tur qal‘ａ･nmg girdagirdi が訣落Ｍ），敷語が抜けていたり

　

（例:462ページ13行目のyoqturとAndijanの開にyana bir Margman dur

が続落），敷語が重複して書かれていたりする場合（例:475ページ５行目と７

行目にbar erdi khuluqi daghi sakhavaticha が２度績けて書かれている）が

かなり見られる。ただしこれは，優良な寫本とされるハイダラーバード本やエ

ディソバラ本でも見られる続陥“で，特にこの寫本の價値を損なうものではな

い。

　

この寫本の『バーブル・ナーマ』第１部フェルガーナ章の冒頭，すなわち

紬

　

例えば, 481ページの欄外には，本文に書き落とした約２行分の文章が補ってある。

匈

　

この他,敷行が脱落している例をあげると，本寫本495ページ13行目のediとakhir

　

の聞には，校訂本20ページ21行後半以下の約３行半分が脱落している。

細

　

ハイダラーバード本やエディソバラ本に見られる読陥については，校訂本の序論の

　

４，５を見よ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2ｴｰ一
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899年の部分(457～528ページ）と校訂本の同じ899年の部分（3～35ページ）とを

１語１語，逐一比較したところ，校訂本を訂正すべき次の２ケ所が我見され

た。

　

１つめは，校訂本の８ページ３行目にagarcha qasaba emas edi (都市では

なかったが）とあるが，この寫本の466ページ１行目にはagarcha ulugh qasaba

emas edi（左芝と都市ではなかったが）と見える。　この場合，この寫本の方が，

バーブルの原本により近いことは，ペルシア語詳にも

　

agarcha qasaba-yi

kalani nist と見える回ことから推定できる。
一

　

２つめは，校訂本の25ページ３行目にChir suyi-mng gudhari-da oq shikast

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

tapip edilar（まさ恰チル川の渡しで敗北を喫した）とあるが，この寫本の504ペー

ジ17行目から505ページ１行目にかけて

　

Chir suyi-ning gudhari-da ulugh

shikast tapip edilar（チル川の渡しで大敗を喫した）と見える。この場合も，この

寫本の方が原本に近いことは，ペルシア語譚にもdar gudhar-i darya-yi Chir

shikast-ikalani yafta budand と見える回ことから推定できる。

　　　　

-

　

校訂木で35ページ分を占める899年の部分に開し，サルタナティー本によっ

て校訂本を訂正すべき箇所はこの２ケ所のみである。これは，この寫本の價値

を定める上である程度の目安になる。２ヶ所とはいえ，この寫本を校訂本の訂

正に利用できることから考えれば，この寫本の價値は高いといえる。しかし，

35ページでわずかに２ヶ所のみという黙に着目すれば，この寫本は，筆者が校

訂に利用した諸寫本を質的に特に越えるものではないともいえる。

　

筆者は先に校訂本の「はじめに」で”，筆者が校訂に際し利用できなかった

寫本について言及した後。

　　

ただ，今回は，現在知られている限りのチャガタイ語寫本の中で，優良さ

　　

の鮎で１，２を孚うハイダラーバード，エディソバラ（エルフィソストーソ）

　　

の雨寫本を共に利用できたので，たとえこれらの未見の寫本（サルタナティ

紳

　

Wheeler M. Thackston, Jr､,　ＺａｈｉｒｕｄぶｎＭｕｈａｍｍａｄＢａｂｕｒMiｒｚａ,Ｂａｈｕｒ-

　

れ＆ｍａ.Chaghatay Turkish　Ｔｅχt with　Abdul-Rahim　Khankhanan's　Persian

　

Translation, Turkish Transcription, Persian Edition and English Translation,

　

3 Vols., Cambridge, Mass., 1993, Vol. 1, p. 80

$0 ibid., p. 32o

㈹

　

校訂本，ｘページ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－22－
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一本などを指す）を利用していたとしても，本校訂本にそれほどの腿更を加

　　

える必要もなかったであろうと推定している。

と記した。サルタナティー本に接しえた現在も，この推定は誤っていなかった

と考えている。しかし，この寫本が，その箇所は少ないとはいえ，校訂本の訂

正に利用できることは事寅であり，今後は，この寫本をも利用して，校訂本の

改訂を心がけたいと考えている。

　

次に，この寫本の各ページの偶数行に記された『バーブル・ナーマ』のペル

シア語詳について述べたい。

　

まず，第１部フェルガーナ章の冒頭，すなわち899年の冒頭に見える，この

寫本のペルシア語詳“をローマ字締寫して掲げる。／は改行を意味する。

　　

dar mah-i ramadan sana-yi hashtsad u navad ｕ　nuh dar vilayat-i

　　

Farghana / dar sann-i davazdah saligi padishah shudam.　vilayat-i

　　　　　　　

一

　　

Farghana az ‘iqlim-i panjum ast. / va dar kanara-yi ｍａ‘mura vaqi‘

　　

shuda ast. sharqi-yi a Kashghar, gharbl-yi u Samarqand / va janubi

　　　　

一

　　　　　

-

　　

Kuhistan sar hadd-i Badakhshan va dar samt-i shumali-yi Ｕ agarcha

　　

pish-i In shahr-ha / buda ast mithl-i Almallgh va Almatu va YangI, ki

　　　

－

　　　　　　

－

　

dar kutub-i tavarikh Utrar mashhur ast, az jihat-i / Moghul va Uzbeg

　　　　　　

-

　

darin tarikh viran shuda ａφａｍａ‘mQra namanda ast / va In vilayat-i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

--

Farghana mukhtasar ast. va mlva-ash faravan ast.

　

次に，ムガル朝第３代皇帝アクバルの命で，アブドゥッ・ラフー･・－ソ・ハー

ネ・ハーナーソが1589年に完成したペルシア語譚の同じ箇所を，サックストソ

の校訂本回によって掲げる。ただし，サックストソの校訂の明らかな誤りは，

他の寫本μによって訂正した。

　　

dar mah-i ramadan sana-yi hashtsad ｕ navad ｕ null dar vilayat-i

　　

Farghana dar davazdah saliglpadishah shudam. / vilayat-iFarghana az

　　

‘iqllm-i panjum ast. va dar kanara-yi ｍａ‘mura-yi‘alam vaqi‘shuda.

　　

sharqi-yi u Kashghar, / va gharbi Samarqand va janubl Kuhistan sar

　　　　　　　　　　　　　

－

叫
倒
叫

寫本の457～458ページ。

Wheeler M. Thackston, Jr.,ibid.,p.2。

Ｖ≒i‘at-iBaburl, Biblioth≒ue Nationale (Paris) MS. Suppl. persan 265．

　　　　　　　　　　　　　　　

－23－
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帥
叫
匈

buda mithl-iAlmaligh va Almatu va YangI, ki dar kutub-i tarikh

-

Farghana mukhtasar vilayatlst. amma mlva va

- -

ba-Utrar mashhur ast,amma az jihat-iバubur･i(正しくはMoghul ｖａ)

Uzbeg darin tarikh viran shuda va asla ｍａ‘mura namanda / va in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

faravanst.

　

同様に，もう１箇所，第３部ヒンドゥフヽターン章の冒頭，すなわち932年の

冒頭に見える，この寫本のペルシア語譚“を掲げる。

　　

dar ruz-i jｕ㎡ａgharra-yi shahr-i §afar ba-tarikh-i nuhsad u si u du

　　

ki / aftab dar burj-i qus bud ba.‘azimat-iHindustan safar karda az

　　

pushta-yi Yak･langa gudhashta az taraf-igharbi-yi Ab-i Dih-i Ｙａ‘qub

　　

ba-avlang furud amada shud.

　

この同じ部分のハーネ・ハーナーソの詳“を掲げる。

　　

ruz-ijｕ㎡ａgharra-yi m庇一〇afar 5胎ｻtarikh剣s郷芦-yinuhsad u si u du

　　

ki / aftab dar burj･i qus bud ba-‘azimat-iHindustan safar karda az

　　

pushta-yi Yak-langa gudhashta dar avlangl ki ba･taraf-igharbi-yi Ab-i

　　

Dih-i Ｙａ‘qubast furud amada shud｡

　　　　　　　　　

一

　

以上の２箇所における２種類の譚文を比較すると，雨者の開には下線を施し

たような幾つかの相違黙が見られる。しかしそれらの相違は些細なものであ

り，この２種類の詳は極めて類似しているといえるであろう。そして，この類

似から考えれば，どちらかがどちらかを利用したものであることは明らかであ

ろう。それでは，どちらがどちらを利用したものであろうか。つまり，どちら

の詳が先に存在したのであろうかＨ。

　

この答えは，２つのペルシア語詳の内容を比較して，どちらがより優れてい

るかを決定することによって得られる，と思われる。そしてこの場合，優れた

譚が，劣った詳を利用するとは考えられないから，内容的に優れている方昿

先に存在していたと考えるのが自然である。それ故，以下に雨者の内容の優劣

　

寫本の837～838ページ。

　

Wheeler M. Thackston, Jr.,ibid.,p.538,,

　

この問題を考えるに営たって，田遇具賓氏から有盆な意見を賜った。記して謝意を

表したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　

― 24 ―

-

り毎二二＆二二＆ゝ４＆＆画・・〃
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-
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を比較してみたい。

　

まず分量である。ハーネ・ハーナーソのペルシア語詳は，『バーブル・ナー

マ』校訂本のチャガタイ語原文のほとんど全ての部分の諜を含んでいる０。こ

れに對し，サルタナティー本のペルシア語詳は，先述のごとくチャガタイ語の

原文そのものがあまりにも多くの続落部を含むため，その對諜という性格か

ら，原文に對庖するあまりにも多くの続落部を含む。すなわち，分量の鮎から

見て，ハーネ・ハーナーソの詳がはるかに優れている。

　

次に質の問題である。ハーネ・ハーナーソのペルシア語譚は，チャガタイ語

の原文をきわめて忠賓に詳したものとして定評かおる闘。サルタナティー本の

ペルシア語諜もチ十ガタイ語の原文に忠賓であるという鮎では同じである。し

かし，後者には，以下に説明する際たった特徴か見られる。

　

先述のごとく，サルタナティー本のペルシア語譚は，チャガタイ語のすぐ下

に書かれた對諜という形を取っている。そのため，チャガタイ語の文章に続落

のある場合にも，続落のあるまま，忠寅にペルシア語への翻詳を行っている。

　

例えば，サルタナティー本485ページ５行目のチャガタイ文には

　

baridm

ulugh oghli という文が見える。　しかし校訂本の16ページｎ～12行にbaridin

uluq Mihr Nigar Khanim edi kim Sultan Abu Ｓａ‘IdMirza uluq oghli と

あるように，サルタナティー本ではulughとoghliの開にMihr Nigar

Khanimに始まる１行分ほどの文章が肌落している。ところ拡サルタナティ

ー本のペルシア語諜の詳者は，このチャガタイ文に忠賓に, az　hama kalan

pisarashと詳出している。ハーネ・ハーナーソの詳ｏでは, kalan Mihr Nigar

Khanim bud ki Sultan Abu Ｓａ‘IdMirza pisar-ikalan-i khud となってい

る。この詳は，校訂本のチャガタイ文に一致するものであり。サルタナティー

本のペルシア語譚が，本来の『バーブル・ナーマ』の文章とはまったくかけ離

れた内容のものとなっていることは明瞭である。

叫

　

このことは，サックストソが出版した『ぶーブルーナーマ』(Wheeler M. Thack-

　

ston, Jr.,ibid.)において，見開きの２ページのうち，左側の偶敷ページにハーネ・

　

ハーナーソのペルシア語詳文を，そして右側の奇敷ページにペルシア語詳文に對庖す

　

るチャガタイ語原文を記載していることからも容易に理解されるであろう。

帥

　

校訂本，解題の７「ペルシア語譚本の性格」(xxxix-xlページ）を參照されたい。

呻

　

Wheeler M. Thackston, J r.,ibid.,p.20。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－25－
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なお，サルタナティー本に見えるaz hama はハーネ・ハーナーソ詳には見

えない。これはチャガタイ文のbaridinをより忠実に譚出したものといえる。

またpisarashもハーネ・ハーナーソの詳とは異なるが，これもチャガタイ文

のoghliをそのまま忠実に詳出したものといえる。

　

このように，サルタナティー本のペルシア語詳はチャガタイ文に忠実であ

る。しかし訣落部にも忠実であるため，本来の『バーブル・ナーマ』の譚文と

しては，質的に劣ったものとなっている。つまり，質的に見ても，ハーネ・ハ

ーナーソの詳がはるかに優れている。

　

このように，量的にも質的にも，ハーネ・ハーナーソ本のペルシア語詳がサ

ルタナティー本のペルシア語詳より優れている。そうであれば，サルタナティ

一本の詳が，ハーネ・ハーナーンの詳を利用したものであることは明らかであ

ろう。その逆はあり得ない。つまり，ハーネ・ハーナーソのペルシア語譚が，

サルタナティー本のペルシア語詳より先に存在したと結論づけることができ

る。

　

ロシアのスルターノフは，サルタナティー本『バーブル・ナーマ』のチャガ

タイ語原文の寫本がバーブル生存中の935年に作成されたものと考えた。その

ため，そのペルシア語詳も，同様にバーブルの生存中に作成されたものと考え

た。この考えは，ペルシア語譚はバーブルの孫のアクバルの時代になって初め

て作成されたという通説とは著しく異なる新説であった。しかし，アクバルの

時代に作成されたハーネ・ハーナーンのペルシア語詳がサルタナティー本のペ

ルシア語譚に利用されている以上，この新説は成り立ち得ない。『バーブル・

ナーフ』の４ルシア語詳は，やはりアクバルの時代になって初めて作成された

ものである。

　

また，サルタナティー本の『バーブル・ナーマ』にハーネ・ハーナーソのペ

ルシア語詳が利用されていることは，サルタナティー本の『バーブル・ナー

ア』が1589年以後に作成されたものであることを物語る。この事賞は，すでに

述べたように，サルタナティー本全咬の作成年代を推定するのにも利用できる

のである。

― 26 ―
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6

　

『ワーリディーヤ・リサーラス』

　

まず，『ワーリディーヤ・リサーラス』の作成事情についての説明を，筆者

による『バーブル・ナーマの研究Ⅲ詳注戸の解題の部分から引用する。

　　　

1527年の夏ころからバーブルの殷調は思わしくなかった。 1528年秋以降

　　

も腰調を崩し，ｎ月には翌熱して集團噌秤も苦しみつつようやく済ませる

　　

有り様であった。バーブルはイスラームの聖者の露にす力にてこの病から

　　

回復したいと考え，ナクシュバソディー教團のポーシャ・ウバイドゥッラ

　　

ー・アフラールのイスラーム紳秘主義に闘する著作『ワーリディーヤ（父

　　

のための書）』の韻文化を思い立った。ポーシャの露がバーブルのこの努力

　　

を認めれば，病から解放されると考えたのである。バーブルは，同じくナ

　　

クシュバソディー教團の有力な一員であったジャーミーの著作『スブハト

　　

ゥリレ・アブラール』に使用されている韻律と同じ韻律を採用して，11

　　

月９日の夜から韻文化に着手，１日に10バイト以上を韻文化する事を自ら

　　

の義務と定め, 1528年ｎ月20日に完成した。この聞に彼の努力は故果をあ

　　

らわし，病からも解放された。

　

現在，ポーシャ・アフラールがその父の求めに庖じて著した散文の『ワーリ

ディーヤ（父のための書）』は散逸し，バーブルによって韻文化された作品のみ

が残されている。

　

この作品は，イスラーム祚秘主義者たちがめざす「アッラーとの合一」の境

地に到達するには，どのような日々の修行が必要であるかを易しく説いた作品

である。作品中では，「アッラーの他に紳はなし」という句をズィクルとして

常に念ずることが推賞されている。

　

バーブルのこの作品は，ロス，キョプリュリュ，アイユービー，ボドゥログ

リゲッティ，サイドペク・ハサン。ジェル”ら，各國の研究者によって研究

ｎ

　

京都，松香堂, 1998年。

匈

　

E. D. Ross,“Ａ Collection of Poems by the Emperor Babur (Divan-i-Babur

　

Padishah)," Ｊｏｕｒｎａｌｏｆ 決ｅ ＡｓtａtｉｃＳｏｃｉｅtｙｏｆ Ｂｅｎｇａｌ,Vol. VI, Extra Number,

　

1910, pp. i-vi, 1-43; Ｍ. Fuad Kopriilii,“Risala-i Walidiyya terciimesi, published

　

by M. Fuad Kopiｕ＼ｕ”　Milli TeｔehhUlaΓ Ｍｅｃｍｕａｓt,I, 1331/1915, s. 113-124; Ｎ.

　

Akmal AyyuＨ, Ａ Ｖｅｒｓified Tｒｅａｔiｓｅｏｎ　Ｍｙｓｔiciｓｍ０／ Ｔ-ａｈｉｒ･１４ｄＤｔｎ　Ｍｕ卜ａ-
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され，すでに校訂テキスト・詳が出版されている。バーブルの『バーブル・ナ

ーマ』以外の作品のうちでは，最もよく研究されている作品といえる。

　

この作品についてこれまでに學界に存在が知られていた寫本はボドゥログリ

ゲッティによれば冊以下の４種である。

　

（1）イスタンブール大學圓書館

　

T3743。

　

（2）パリ，國立回書館

　

Suppl. turc 1230.

　

（3）インド，ラームプル，ラザー回書館。

　

（4）イスタンブール，トプカプ宮殿回書館。Revan 741o

　

サルタナティー本の『ワーリディーヤ・リサーラス』は, 1017ページと1018

ページの開に，アイユービーの校訂テキストの約３ページ分（3ｒの５行目から4

ｖの１行目）を訣く以外は，ほぼ完全な寫本である。ただ，この作品について

はすでに４種類の寫本が知られ，２種類の校訂テキストも作成されているの

で，このサルタナティー本の翌見はそれほど大きな意味を持たない。しかし，

この寫本を第５の寫木として校訂テキストの補訂に利用できることは確賞であ

る。

結

　　　

び

本稿で報告した學界未知の情報を要約すれば，以下のごとくである。

　　

ｍｍａｄ Ｂａｈｕｒ or Ｔｈｅ Ｋｉｓａｌｅ-iWallぷｖｖｅ Ｔｅｒjitｍｅｓi, Aligarh, 1968; Ａ. J.E.

　　

Bodrogligeti,“Babur shah's Chagatay Version of the　Riｓａｌａ-ｔ Yalidiｙａ:Ａ

　　

Central Asian Turkic Treatise on How to Emulate the Prophet Muhammad,"

　　

Ｕｒal-AfｔαiｓｃｆｉｅＪａｈｒbｕｃｈｅｒ,5ら, 1984, pp. 1一６卜入ａｚｐａｍｖL　Ｘｏｏｘａ ｙ６ａｆｔ∂ﾀAAO

　　

A>ipop, Pu↓ｃｏＡａｔL　Ｂｏｊｉｔｔ∂ａ只｡３ａそ叱Ｐ征∂∂征凡ＭｙｘａＭ-Ｍａ∂Ｂｏｆｉｖｐ肌叩Ｘ叱Ｍａｃｖi･

　　

HoiUHp:CaHAfieK XacaH, TouiKenT, 199工; Bilal Yiicel、Ｂａｂｕｒ Divdm (GraかZEｒ･

　　

Ｍｅｔin-ＳＳｚlｕk-Ｔｉｐｋｉｂａｓｉｍ),Ankara, 1995o　貝下裕之氏から，かつてロスが出版

　　

したラームプルにある『リサーラ』の寫本のカラー印刷の部分を含むフアクスィミー

　　

ル版(Siddiqi, W. H. (Editor of the ゐurnaV), Facsimile of the　Riｓａｌａ,　Ｒａｍ夕ｕ『

　　

Ｒａｚａ Ｌ祐ΓαΓｙ Ｊｏｕｒれ･aL No. 3-1996』の存在についても教示を受け，それが掲載さ

　　

れている雑誌の供兵にも典った。記して謝意を表したい。ただ，このフアクスィミー

　　

ルは営該雑誌の32ページと33ページの中間に掲載されているが，編者名も表題もな

　　

く，これが何の目的でここに掲載されたかは不明である。そのため，編者名として

　　

は，営該雑誌そのものの編者名を仮に記しておくことにする。

匈

　

A. J. E. Bodrogligeti, ibid, pp. 2べ3｡
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（1）サルタナティー国書館のこの寫本が，バーブルの著した５種類の作品を

含む『バーブル著作集』とでも名付けるべき寫本であることは，アーターバー

イの寫本目録によって舵に學界に知られていた。しかし，この寫本に含まれる

５種類の作品のうち，従来その作品名が明確にされていたのは『バーブル・ナ

ーマ』１編のみであった≒筆者は残る他の４作品について検討した結果,バそ

れらが『ムバイイソ』，『アルーズ・リサーラス』，『ワーリディーヤ・リサー

ラス』，それに『504のリズム』とでも名付けるべき論文であることを確認し

た。なお，バーブルの詩集，すなわち『ディーワーソ』はこの寫本には含まれ

ていない。従って，この寫本を

　

Ｋｕlllｙａt　-Ｂａｂｕｒlすなわち『バーブル全集』

と呼ぶのは適切でない冊。

　

（2）『ムバイイソ』については，従来，學界にはベルリン寫本など比較的少

敷の寫本しか知られていなかった。ここに，本寫本の存在を確認したことにな

る。この寫本には大きなページの脱落があるが，現存する部分は，『ムバイイ

ソ』の校訂テキストの作成作業に役立つであろう。

　

（3）『アルーズ・リサーラス』については，従来，學界にはパリ寫本という

唯一の寫本の存在しか知られていなかった。ここに，學界未知の，第２の寫本

の存在を確認したことになる。途中までの不完全な寫本ではあるが，やはり校

訂テキストの作成に役立つである≒

　

（4）『504のリズム』とでも名付けるべき詩の韻律學闘係の著作は，従来，

　

『バーブル・ナーマ』に見えるバーブルの記述から，バーブルがこの種の論文

を著した事貿のみは知られていた。しかしその論文はいつしか散逸し，今日で

はもはや見ることができないものと考えられていた。しかし今回，筆者はこの

論文を『バーブル著作集』の中に登見し，この事賓を本稿によって初めて學界

に報告した。

　

（5）『バーブル著作集』の最も大きな部分を占める『バーブル・ナーマ』

㈲

　

トガソとアーターバーイが共にこの寫本に『バーブル・ナーマ』が含まれている事

　

を記している。なお，前述のごとく。ジェルは『ムバイイソ』と『アルーズ・リサ

　

ーラス』が含まれることをアーターバーイの記述から正しく推測していた。

匈

　

トガンは誤って，『ディーワーソ』が含まれると記している。そのため，同じトル

　

コの研究者であるユジェルも同様に考え，この寫本をバーブルの『全集』ではないか

　

と考えている。『全集』ではなく『著作集』である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－29－



176

は，バーブルの没後, 1589年から1613年までの開に，インドで作られた寫本で

ある。ロシアのスルターノフが繰り返し述べたようなバーブル生存中に作られ

た貴重この上ない寫本ではない。分量的には，従来知られていた『バーブル・

ナーマ』の一部のみしか含まぬきわめて不完全な寫本である。例えば，カーブ

ル章については，「925年の出爽事」の一部分を含むのみである。勿論，『バー

ブル・ナーマ』の従来から知られた続落部も，全く含んでいない。ただし，質

的には良質な寫本で，先に出版した『バーブル・ナーマ』校訂本の補訂作業に

は利用できる。

　

（6）『ワーリディーヤ・リサーラス』については，従来，４つの寫本が知ら

れており，既に２種類の校訂テキストも出版されている。それ故，『バーブル

著作集』の『ワーリディーヤり

云えない。しかしここに，學界未知のほぼ完全な第５の寫本の存在を報告した

ことになる。

　

（7）『バーブル著作集』の作成年代および作成地は，アーターバーイの目録

に記され，スルターノフらを誤らせた935年(1528―29年）ではなく, 1589年か

ら1613年にかけてのインドである。935年という年は，『バーブル著作集』全腰

の完成年代ではなく，『バーブル著作集』末尾に含まれる『ワーリディーヤ・

リサーラス』の完成年代である。

　

（8）『バーブル著作集』は，製本の際に生じたかと思われるかなり重大な乱

丁や多くのページの落丁を含む。それにも開わらず，現在まで残されている部

分は，寫本の作成年代が比較的早いこともあって，『504のリズム』を含むな

ど，極めて貴重である。この寫本が，今後バーブルの研究者によって必ず參照

されるべき價値を持つ優れた寫本であることは明白である。

　

その意味から，寫本全膿のファクスィミールの早急な出版が望まれる。

30－



activitiesespecially considering the fact that his renown at court reached

its peak at that time.

TＨＥＣＯＬＬＥＣＴＥＤＷＯＲＫＳＯＦＢＡＢＵＲPRESERVED AT

　　　　　

THE SAL TAN ATI LIBRARY IN TEHRAN

Mano Eiji

　　

This is ａ preliminary report on an important manuscript preserved at

the SaltanatI Library in Tehran. The author has examined ａ photocopy

of the manuscript bestowed by the Library in January 1998.　The report

seeks to supplement and rectify the brief reports written by Z. V. Togan

and B. Atabay beforehand.

　　

1. The　manuscript　consists　of　Babur's　five　works.　They　are

　　　

Ｍt£ｂａｙｙin，　’Ａｒｕｄ ｒiｓａｌａｓｉ，Ｂａｂｕｒ-ｎａｍａ，　Ｖａｌｉｄりａ　ｒiｓａｌａｓｉ　and　ａ

　　　

prosodical work which might be called Fiりｅ　ｈｕｎｄｒｅｄ　ａｎｄ ｆｏｕｒ

　　　

ｒ岫猿琲ｓ、Contrary to Togan's early report, the manuscript does not

　　　

contain£')lvan and hence is not the　Ｋｕlliｙａｔ(complete works) of

　　　

Ｂａｂｕｒ、The author proposes to call it the ＣｏｌｌｅｃtｅｄＷｏｒkｓ ｏｆ Ｂａｂｕｒ.

　　

2. Despite the fact that the Mubり'yin has lost many folios, it is still

　　　

useful for making ａ revised edition　which　is　not　yet　available.

　　

3. The‘Ａｒｕｄ ｒiｓａｌａｓtis incomplete and contains only around three-

　　　

fifths of the original tｅχt. Nevertheless, it is the second manuscript

　　　

ever known and thus useful for making ａ critical edition.

　　

4. Thｅ　Fiｖｅ ｈｕｎｄｒｅｄ ａｎｄ ｆｏｕｒ ｒ心眼ｍｓ　iｓ ａ prosodical work. Babur

　　　

wrote in 伍ｅ ３ａｂｕｒ-ｎａｍａ　that he composed such ａ work. However,

　　　

it has been believed that the work had been lost. Therefore, the author

　　　

reports the discovery of this almost complete Persian tｅχt here.　Babur

　　　

scans (tａｑtｉ) his own hayt (i. e. a line) in 498 ways in this work.

　　　

The manuscript seems to have lost the remaining siχ
ways.

　　

5. The Ｂａｈｕ『一ｎａｍａ　＼ｓseverely incomplete. For example, its chapter

　　　

on Kabul contains merely the events of the year of 925. However,

　　　

it is of high quality and can be used to supplement the critical edition

　　　

of the Ｂａｂｕｒ-ｎａｍａpublished by the author in 1995 to ａ small ｅχtent｡
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6. Although the　ValidりαΓisalast is almost complete, it is not so

　

valuable since two critical editions of this worlc have already been

　

available.

7. The manuscript was created in India between 1589 and 1613. The

　

Catalogue of the Library written by B. Atabay dates the manuscript

　

935 (i. e. 1528―1529), but is found to be wrong. The year of 935 is

　

actually the completion date of the Ｖａｌｉｄりａｒiｓａｌａｓｔplaced at the end

　

of the manuscript.

8. The manuscript has some irregular and missing pages that seem to

　

have occurred when it was bound. This defect notwithstanding, the

　

manuscript is of great value as it was created in the early times.

　

Thus, publication of its facsimile tｅχtis desirable.

- 37


